
 

～町民会議がスタート～ 
 
 東日本大震災から南三陸町を迅速に蘇らせ、未来に
誇れる町を創り出すには、住民と行政が力を合わせ
ることはいうまでもなく、多様な主体との協働が重
要です。 
 また、復興計画策定においては、住民の思いや将
来への創造力を引き出し、丁寧に、しかもスピード
感をもって復興像を描き出していかなければなりま
せん。 
 町民会議では、町と地域が力を合わせて取り組む
復興まちづくりの提言書をとりまとめます。 

14：00 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16：00 

プログラム 
日時 平成２３年７月８日（金） 午後２時～４時 
場所 南三陸町 入谷公民館 会議室  

 5 グループ分けとリーダーの選出 

 6 南三陸震災復興基本方針（素案）について  

 1 開会 

 2 挨拶 

 3 委任状の交付 

 4 会長、副会長の選出 

 7 講話（事例紹介） 
  「奥尻、中越の復興まちづくりにおける市民参画」 
   講師：人と防災未来センター 主任研究員 石川永子氏 

 10 閉会  
 9 全体での話し合い  

 8  グループ討議 
  （1）どのような南三陸町に復興したいか 
  （2）その実現に向けた何をすべきか 
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～意見を束ねることが大事～ 
 

今日は、皆さんの前向きで、建設的な議論に一緒に協力できて光栄です。

時間が無かった中で、これほど素晴らしい議論ができるのは私の経験のな

かでもそんなにありません。皆さんの町を再生していこうという気持ちが

深くあったためだと思います。 

Ａチームの発表は、絶対に津波にあわないという言葉に示されていま

す。これは被災地域でしか絶対わからないですし、これを語り続けていく

ことが大事だということです。Ｂチームの発表は、エコロジーですね。電

気やセルフエネルギーがでていました。具体的ですぐにでもできそうなこ 

とが挙げられていてよかったです。Ｃチームの発表は、すでに大変よく総括されていました。世

界から注目されていることに対して、世界一安全な町にして、豊かな暮らしをするということで

した。是非達成して、まちづくりをしていこうという実感がわいてきました。 

課題もでていました。資金がないこと。束ねることが大事なのです。一人の声は一つの意見で

すが、地域の意見にまとめると強くなります。地域の皆さんも少しずつ意見が異なりますが、話

し合ううちに一つの思いができていくのです。 

 

C グループ 

 

＜Cグループ討議内容＞ 

～規制緩和、新しいまちづくりのアイディア、資金の裏づけ～ 
 

○今回の大震災に関しての検証をすべき。高台の人が被災した人を 
避難所に誘導し、そこから仮設住宅、公営住宅へと時間軸でどう 
やって対応してきたのかをきちんと検証することが後世に役に 
立つと思う。 

○葛西氏の時代の建屋は全部残っていること、縄文時代の貝塚は被 
災していないこと、気仙街道の西側は被災していないこと。これ 
らを検証した場所を選べば安全を確保することができるのでは 
ないか。世界一の被災をした町なのだから、世界一安全な町へ変 
えて、それを目的に外から人が移住してくるようになりたい。 

○残念ながら南三陸町は加速度的に人口が減少している。彼らはや 
むにやまれず出て行っている。宮城大学がキャンパスを作るなど 
して、人が増えるようにしてもらいたい。 

○契約会などの伝統的にあるコミュニティは大切。今回の震災でど
れだけ勇気付けられ、助けられたか。これらのモデル的なまちに
したい。 

○復興するには資金が足りない。ただし、補助金だと最終的には税 
金になってしまうので、そうではなく資金が循環する方法を考え 
てほしい。 

○まとめると、必要なのは規制緩和や新しいまちづくりのアイデ 
ア、資金の裏づけである。まちづくりを足元から考えていきたい。 

次回 第２回震災復興町民会議の予定 

日時：7 月 22 日（金）14：00～16：30 場所：南三陸町役場仮庁舎会議室 

【会議のまとめ】宮城大学 風見 正三 教授 
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挨拶：宮城大学 学長 西垣 克 氏 
 

宮城大学と南三陸町の関係は、昨年に町との間で、この地域の発展に期す

るように大学が全力を挙げて協力するという包括的な地域連携協定を結ん

でおり、今回の大震災を機に、更に協力を深めていきたいと考えております。 

南三陸町を 21 世紀の明るい夢と希望を語り継げるまちにすることに対
し、我々の大学は微力ではありますが、全力を挙げて取り組んでまいります。 

町長挨拶：佐藤仁町長 
 

～町民の皆さんの思いを一つに～ 
 

公募の方14名と各種団体からの推薦者10名の合計
24名の方々に委員となっていただきました。 
3月 11日の東日本大震災から早いもので間もなく4

ヶ月を迎えます。復興計画策定会議も今月 10 日に第 2
回が開催され、有識者委員からさまざまな意見をいた
だいております。 
その一方で、この地域で生まれ、育ってきた町民のみなさまが、この新しい南 

三陸町にどういった夢や考えをもっているのかも重要な視点であると考えており 
ます。町民会議では、委員のみなさまから忌憚のない想いを吐露していただき、 
ご提言いただきますようお願いいたします。 
このたびの震災からの復興は、町民のみなさまの思いを一つにしなければ、な 

かなか難しいことでしょう。 
委員のみなさまのご発言、ご活動に大いに期待しています。 
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B グループ 
 

＜Bグループ討議内容＞ 

～エコなまち、世界的なイベントを～ 
 

○町民が安全に住むためには、高台に家をつくるべきである。 
そこで生活するには電気や水が必要なので電気は太陽光、 
風力、バイオマスなどエコな発電を進めていくべき。また、 
水は井戸を極力使えれば災害時に生活が楽にできた。井戸 
を再認識して、水の確保を図ることが重要。 

○子どもたちには、今回の震災について、現場を見せながら 
語り継いでいくことで意識が変わっていくと思う。 

○南三陸町は世界的な津波被害で、せっかく有名になったの 
だから、いつまでも忘れてほしくない。ここで世界的なイ 
ベントを開催したらどうか。例えば、エア・レースという、 
海にポールを立ててそこをセスナ機が回るというものがあ 
る。他のところがやっていないイベントをして南三陸町を 
ずっと認識されるようにしたい。 

○この会議を手伝ってくれている、宮城大学には南三陸 
町にキャンパスを作って欲しい。 

 

＜Aグループ討議内容＞ 

～町民が住みやすい街づくりを提唱～ 
 

○ほとんどの人は「住みやすい豊かな町にしたい」という同じ 
思い。震災の津波の被害は二度としたくないというのが第一 
の思い。 

○新たにまちづくりをするので、理想の街づくりができるはず。
例えば、道路をつなぐまちづくり。震災時には 2～3 日、道路
がつながらず、それで命が失われた。自然に強いまちづくりが
必要。 

○もっと豊かになるには、子どもの環境が大事。学校が失われた
地区もある。いち早く子どもの環境を元にもどしてあげたい。 

○老人施設や病院などの施設も大事。同じような場所に同じよう 
 につくりらなくてはならない。 
○総合的な病院のほかにも、個人病院が必要。例えば、アパート 
の角に個人病院があると、町民にとっての利便性が高いまちづ 
くりになる。 

○新しく作る町は、みんなの思いのたけを出しながら、みんなが 
住みやすい街づくりを提唱していきたい。 
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グループでの話し合いに先立ち、人と防災未来センター主任研究員石川永子氏から
「奥尻・中越の復興まちづくりにおける市民参画」と題する講話をいただきました。 

【全体進行】宮城大学 永松 栄 教授 

【講話（事例紹介）】 

 
講話では、合意形成を図る話し合いを積み上げる仕組

みや実際に現場と向き合って考えるワークショップの事
例について紹介していただいたほか、地域づくり・安心
づくりを支援する人材の確保（震災復興支援員）、鎮魂の
場の創出等の重要性に触れられました。 

鈴木 孝男 助教 
 

復興計画策定におい

て、町民会議は重要な位

置づけをもっています。 

各グループに担当教

員が寄り添って、話し合

いを進行させていただ

きますので、遠慮なく活

用してください。 

 

どのような南三陸町

に復興したいか。その

実現に向けて何をすべ

きか。「想い」を積極的

に発言してください。 
他の人の意見への相

乗りもＯＫです。 



人口が流入してくる町 仮でも早く店舗が欲し

い 
中心部だけでなく集落

の復興 
 

なりわいと 
にぎわい 

世界が注目されるイベ

ント（Ｆ１など）が行

える町 
 

外から人が来る 
中の人が潤う 
 

エアレースを開催した

り世界から注目される

イベントを開催したい 
 

なりわいと賑わいのま

ちづくり 

町の商店街。地域で用

が足せる町中でみんな

が買うまちづくり 
 

ショッピングモール 
（地元業者中心の） 

外から人が来る町にし

たい。 
 

7/15仮店舗100数件が

返応。消防署のわき（商

工会） 
 

震災にあった町を忘れ

ないでもらうイベント 
 

環境・ 
エネルギー 

自然と共生するまちづ

くり 

・自然を大切にした町づ

くり 
・人口の流入を考えた町 
 

自然を上手に利用した

産業 

バイオ発電で災害時も

使えるように 

（NO. 1） 津波2.3日
後に袖浜地区に町の様

子を見に行き海の色は

エメラルドグリーン色

で美しかったが顔を右

に振った時、町全体がガ

レキだった。その時から

暗い家で考えたことは

町づくりのことでした。 

エコタウン 
自然エネルギーでの発

電 太陽光 風力 等 
 

環境にやさしいリゾー

ト。海がよごれない工夫 

自給自足できるまち 

エネルギーも自給自足

できるくらし 

地域の井戸を再利用 

自給自足 

漁業と観光 こぎれいな漁業体験が

できる観光の町 

被害の状況を多くの人

に見て欲しいので旅行

客の受け入れに向け早

く準備してほしい 

今の状況をみておいて

ほしい 
 

海は早く今までのよう

に、カキ、ワカメ、ホタ

テなどが養殖できるよ

うなよい環境に戻る 

産業（漁業・農業）町の

復興は漁村の復活が大

事である 自然、海の恵み、山の恵

みをこれからもいただ

ける場所 

漁業と観光を合わせる 

南三陸ブランドの商

品！ここでしか作って

いないとか 

豊かな海が枯渇しない

漁業を“ 

漁業と観光が連携した

マリンリゾート地にし

たい。今までのように戻

るのではなく世界で一

つしかないモデルに 

防災に強い町 建築物

で町を守るのではなく

高台に移転して安全な

生活 

近くの沢水を活用でき

るように 

たくさんある井戸 
災害時にも活用できる

ように準備 

集落単位で移転 
コミュニティを大事に

楽しく生活できる町

に！ 

住むとこは安全なとこ

に住む 

車社会を前提に道路を

広く整える必要 
 

安全なくらし 

安全な住宅地をつくる 

高台移転で安全に 

町の区割りを早く決め

テンポの早い復興を 

職場から高台の自宅に

帰るときのひなん道巾

30ｍくらいの道路 

高台に住む 

住居と作業場は別でも

いい。 

生活面で日常生活商店、

仮店舗で良いので近く

にほしい 

住まい （NO.2） これから復

興するには元に戻るの

ではなく、根本的なとこ

ろから新しい街づくり

になるだろうと考えた。 
自分自身の考えと構想

案は近いです。 

安心して暮らし続ける

まちづくり 

津波体験施設などの津

波記念館みたいなもの

の建設 

こどもたちは現場を見

て変わる 教育行政・自然への気づ

き。心のケアなどが必要 

ふる里を知る教育 
被災した場所を見て津

波の怖さを実感しても

らう 
心のケアもふくめて考

える 
 

教育・子供向け 
・語りつぎ 
・自然への 
・心のケア 

防災・教育 

高台に住んでも津波を

忘れない！ 

津波の体験を伝えてい

く 
放っておくと忘れる！ 

大人も実感させて理解

できる教育 
→意識を変える 

入谷地区の子どもたち

は災害を見ていない。 
大学のキャンパスを作

る 

町民の意識の改革 
こわさを忘れないよう

に語りつぐ 
 

町の復興計画に書いて

あることに尽きる 
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震災からの復興

の モデルタウ

ン 

ライフライン

に強い町（水、

道路、ネット環

境） 
＋情報環境の整備 

働く場所を早く作る 

安全・安心・暮ら

し・障害者・外国人

居住（アナウンス、

英語標記等）も共に

暮らせるユニバー

サルデザイン 
 

起業の推進 

自然エネルギー

の活用 風力な

 
交流人口＋働く人増や

す（観光客・防災関係） 
 

水産資源を活かした

町づくり 
 

人が集まる町 
・安心 
・仕事 
・エネルギー 
 

→景観の整備も 

安全安心なまち、防災面

でなく、医療、福祉、コ

ミュニティーなど。（伝統

的絆等集落）を大切にし

た地域、自宅のような地

域。地域全体で支えるま

ちづくり 

モ
デ
ル
タ
ウ
ン
を
目
指
す 

企業の誘致 

復興図を見ると志

津川地区の場合３

ヶ所に分散する地

区が出来ると商店

街が出来ない 

３本の川を１～２本

にする 

志津川地区の町並み

が出来ない  

漁港の整理  

元通りの場所に住める 

高低差のない道造り  
戸倉～林～町～歌津  
徒歩＆自転車  

人が住みたくなる条件

は、太陽、空。水、食料

が豊かなところ。そのよ

うなところを選定する 

沈下した７５ｃｍを嵩

上する 
住む場所と仕事 

さら地になっている

市 街 地を どう する

か？ 

ガレキが復旧復興のさまたげになっ

ているので、これを国の力で一日も早

い処理をされる様にのぞみます 
さらには人との助け合いがないかぎ

り復興は致しません。前を向いてがん

ばりましょう 

防災無線の整備 
（地域差がある） 

まず今回の大震災の実態の検

証からはじめる 
そこに安全に対するヒントが

あるのでは 
世界一安全なまち安心して死

ねるまち 

他の町には任せない 

クリーンセンター改

良 
ガレキ・ゴミ処理施設 
熱→温水プール 
 

す
ぐ
や
る
こ
と
！ 

集落での方向性の話合い 

住宅復興支援金

も ５ ０ ０ 万 円

に！ 

復興資金確保 
生活支援金を５

００万円にして 

国・県の規制の緩和を市町村が主体とな

れるようにする 

今回の災害に見合った制度づくり 

漁業は漁業として農業は農業としてしっかりとした方向づ

けを行政が示さなければもとの姿にもどれません。国から

県からあらゆる手段を行使しながら一日も早い南三陸の復

興を願うものです 

産業（農業・漁業）

復興の支援 
 

地 域 に 見 合 っ た 復 興

復
興
に
必
要
な
こ
と 
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まちの 
コンパクトさ 

病院 
個人病院を集め
る 
医療ビル 

安心安全な町づ
くり 

住む場所がある
町 

住む 

災害につよい町
づくり 

災害に強い安心
して住める町 

災害に強い町づ
くり 

災害に強い 
安心して住める
町にしてほしい 

山を造成し、高
台に家を建て津
波の心配をせず
過ごしたい 

災害に合わない
住宅地（高台移
転）をコミュニ
ティを守りなが
ら作る 

この度の津波で
浸水した土地は
盛土等をして公
園にでもしてほ
しい 

高台でも海が見
える 

安全な町、安全
に住める町にす
るために「山の
造成」し宅地に
する。予算を国
に補助してもら
う 

自立＝雇用 
互いにコミュニ
ケーションが図
られる 

道路とまちを一
体的に整備する
こと 
道路は出来るだ
け広く 

海が見えるまち 
（堤防ですべて
の波を防ぐので
はなく） 

道路（必要性・
重要性） 
情報・物資・避
難 

鉄道のはしるま
ち 
通学（高校生） 

幹線だけでなく
ネットワークで
（含 .私道、林
道） 

エアー断震の家
を建てたい 

集団移転した場
合の土地所有権
は 

「特区」体制を
くわしく知りた
い！ 
プラスになるの
でしょうか？ 

早い復興計画を
住民に示すこと
が大切 

ギモン 
のぞむこと 

災害に強い町づ
くり 
歴史 特徴 
南三陸町は 6 年
目の新しい町 
歴史を大切にす
る町づくり 
津波で残った文
化財・伝統芸能
などの保護 
新しい特徴のあ
る町 
統一感のある町
づくり 

南三陸町から発
展する町づくり 

商店や銀行など
があり生活がし
やすい町 

第一次産業（水
産業）等におい
てこれまでのカ
ラを取って観光
に転換していく
ことも大切 

公共に仕事につ
いて臨時採用→
正採用に 

仮説事務所・工
場を整備する
（国・県の制度
を活用する 

働く場所がある
町 

若者が定住出来
る、働ける場を
作ってほしい 
産業、漁業町民
の多くの人が海
に親しみ協力し
合う、なりわい 

農業、漁業、商
業、サービス、
観光が一同に話
し合える場 

工場、商店、加
工場の早期の操
業 

〝話し合いの場
〟 
広くアイディア
を出して頂く 
↓ 
地域での話し合
い、消防団、婦
人会、青年部… 

観光の町として
進 
地場産品（高品
質のもの作り） 
自然、環境の売
り込み 

カキ小屋 
年度末の出店な
ど 

これからの 
生活 
まちづくり 

 
働く 

町外に出ている
人たちが戻って
くるような町を
作る 

住んでいる人達
がずっと住み続
けたいと思う町
を作る 

他にほこれる町
づくり 

豊かな海を利用
したほこれる物
づくり 子供たちが多く

集まるような町
づくり 

子供たちがのび
のびと成長でき
るような町 

戻ってくるよう
な働く場所。 
公共施設 

子供から大人ま
でともに考え行
動できる町 

学校、病院など
の公共施設が充
実している町 

被災した小中校
舎の整備 
これまでやって
きた様なイベン
トの復活 

復興の町を全国
に紹介していく 
イベント等 

福祉充実 
地震に強い家作
り 

老人福祉施設の
早期建設を手が
ける。 
前段階として
「お話ボランテ
ィア」に力を入
れてみてはどう
か？ 

福祉エリアの整
備 

高齢者も障害者
も安心して暮ら
せる町 

福祉の充実を早
く手がけてほし
い 

安心して年を重
ね生活できる町
であってほしい 

まわり旧知の人 

コミュニティの
ある町 

これまでのコミ
ュニティを継続
できる地域づく
り 

旧地域ごとに住
み、以前のよう
に楽しく安心し
て過ごしたい 

仮設住宅を地域
ごとにまとめて
以前のようなコ
ミュニティにま
ずは手がけてみ
てる必要性があ
るのでは… 

個々のまちづく
りへの意識を高
める意味でも仮
設住宅範囲内で
の「女性の語る
場所」を設けて
もてはどうか？ 

地域に集合場 
話し合える場が
必要 

住宅地には高齢
者等、 
弱者が早く入れ
る様アパートの
建設が必要 

町営住宅の整備 

生活が落ち着く
まで仕事のお世
話をしてほし
い。 

今の生活 二度と津波に合
いあくない 
チリ地震 

（資料） 各グループの話し合いで出た意見 

A グループ 


